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0．はじめに 
 
 
1． アタテュルク主義の継承 
 ●アタテュルクという人物 
  
●共和国主義・人民主権・民族主義・国家主義・革命主義・世俗主義…６本の矢 
＝建国エリートの理念 

 
 ●トルコ独特の政教分離、「世俗主義」  
 
 
2．イスラーム復興勢力の台頭とクーデター 
 2-1 議会制度 
 ●一院制の大国民議会 
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●任期 5年の大統領制 
●大選挙区非拘束名簿式連記投票制による多数代表制…得票率 10％以下の政党は議席を
得ることができない 

 
 
 2-2 エルバカンの「ミッリーギョリュシュ」 
  ●世俗主義を前提とした「イスラーム復興」とシャリーア体制を望む「イスラーム主義」 
 
  ●多党制開始による教育・公共放送などにおける規制緩和 
    →人口の 99%がムスリムであるトルコにおいては双方にとって利用すべき資源 
     →対ソ包囲網でのアメリカとの外交政策上の一致 
 
  ●ミッリーギョリュシュ 

 
 ●国民秩序党－国民救済党－福祉党 

 
 

2-3 軍事政権の「トルコ・イスラーム統合」 
●3度のクーデタと民政移管 
 
 ●国家安全保障会議（MGK）が大きな力を持つ 
 
 ●トルコ・イスラーム統合（TIS）の採用 

 
3．世俗主義の裏側にあるもの 
  ●時代とともに変容を遂げてきた世俗主義 
 
  ●体制護持の矛盾 
 
  ●政界の対立構造と業界団体 TUSIAD とMUSIADの構図 
 
 
4．おわりに 
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図 1 「現状分析 トルコ 2002年総選挙と 
親イスラム政権の行方」より 

 
 

                       図 2 
 NIHUプログラム・イスラーム地域研究東京大学拠点・グループ２「中東政治の構造変容」 
より 
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